
イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

就
　
　
職

相
　
　
談

く ら し の 情 報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　集

就
　
　職

相
　
　談

く ら し の 情 報

　災害時や武力攻撃時に、国の全国瞬時警報システム(J-アラー
ト)から送られてくる緊急情報を、確実に皆さまへお伝えする
ため、全国一斉の情報伝達試験が実施されます。
　市の防災情報伝達システムの試験として、市内の屋外拡声器
や公共施設・学校施設から一斉放送を行います。
■日時　8月20日㈬　午前11時
※災害等により延期となる場合があります。
■放送内容　「これは、J-アラートのテストです。」×3回
■問い合わせ先　安全安心課　☎(32)8894

　宇都宮地方法務局では、不動産登記法に基づき、精度の高い
地図の作成を行っています。以下の対象地区で地図作成作業を
行いますので、ご協力をお願いします。
■対象地区　花の木一丁目、花の木三丁目の各全部、石橋、下
石橋、下古山の各一部地域
■作業期間　8月～令和9年3月
■作業内容　測量に伴う地権者立ち会
い、基準点および境界標設置
■問い合わせ先
　宇都宮地方法務局　不動産登記部門
　☎028(643)6868(直通)

　厚生労働省では、本年7月31日現
在で、常用労働者を1～4人雇用して
いる事業所を対象に、毎月勤労統計
調査特別調査を実施します。
　この調査は、小規模事業所におけ
る雇用、給与及び労働時間の実態に
ついて明らかにすることを目的に実
施しており、調査結果は、国民経済
計算の作成などに使用されています。
調査対象となる事業所には、8月から
9月にかけて都道府県の統計調査員が
訪問調査をします。
　調査票に書かれた内容は、「統計法」
により厳しく守秘義務が課せられ、
統計以外の目的に用いることも固く
禁じられています。調査の重要性を
ご理解いただき、回答にご協力をお
願いします。
■問い合わせ先
　厚生労働省
　☎03(5253)1111

　市民サービスの向上とカスタマーハラスメント
の抑制による健全な職場環境の維持を目的として、
市役所等において外線電話の通話録音を開始しま
す。ご理解とご協力をお願いします。
■運用開始日(予定)　8月1日㈮
■通話録音について
　対象施設あてに着信した場合、録音する旨のア
ナウンスが流れ、その後電話がつながります。

　市から発信した場合は、アナウンスは流れませ
んが録音されます。
■対象施設
　市役所庁舎、こばと園、消費生活センター
■問い合わせ先
　総務人事課　☎(32)6065
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令和7年毎月勤労統計調査
特別調査 法務局地図作成事業にご協力ください

市役所等で通話録音を開始します

全国一斉情報伝達試験

ホームページ

地図作成事業
説明動画

市からの情報をチェック

　避難所の開設状況などの災害
関連情報は、市ホームページ、
FMゆうがお（87.9MHz）、屋
外拡声器及び下野インフォメー
ションメール配信サービスなど
で情報発信します。
※メール配信サービスなどは、
利用前に登録が必要です。

  市LINE・X公式アカウント
  ＠city_shimotsuke

防災ラジオを
貸与・販売しています
　防災情報などを発信した際に、
自動で起動放送する防災ラジオ
を貸与・販売しています。詳細
は安全安心課へお問い合わせく
ださい。
■無償貸与　80歳以上の方の
みで構成される世帯、視覚障が
い者1・2級の方
■販売価格
75歳以上の方のみで構成され
る世帯
　1台1,000円
※家族の仕事や学業などで、日
中75歳以上の方のみで構成さ
れる世帯を含みます。
上記以外の方
　1台2,000円

■問い合わせ先
　安全安心課
　☎（32）8894

避難所生活の注意点

安全・安心な空間を確保するための
配慮
　避難所は、避難者が共同生活を送
る場所です。限られた空間で、多く
の人々が集団生活をしなければなり
ませんので、避難所で定められた
ルールを守り、高齢者や障がい者、
女性などの要配慮者への配慮やプラ
イバシーの配慮等を適切に行う必要
があります。
　なお、発熱やせきなどの症状があ
る方には、専用のスペースを確保し、
一般の避難者とはゾーン、動線を分
けますのでご協力ください。
避難所の衛生環境の確保
　避難所内は換気に努め、避難者が
十分なスペースを確保できるよう留
意します。
　また、物品などは定期的に家庭用洗
剤を用いて清掃するなど、避難所の衛
生環境をできる限り整えましょう。
物品はできる限りご自分で
　市の備蓄品にも限りがあります。
風水害の時など、時間的に余裕があ
る避難の際は、自分の必要なものは
自分で持っていきましょう。
避難所に持っていくことが望ましい
物品
•タオルなど
• ア ル コ ー ル 消 毒 液（ ウ ェ ッ ト

ティッシュなど）
•寝具（毛布など）
•スリッパ
•最低3日分の食料と飲料水
•着替え
•常備薬、入れ歯、眼鏡、補聴器
•携帯ラジオ
•モバイルバッテリー
•マイナンバーカード　など

早めの防災対策・避難行動を

　大雨や台風のときには、増水
した川など、危険な場所には近
づかないようにしましょう。避
難するときも安全なルートを
通って移動できるよう、日頃か
ら、「下野市洪水ハザードマッ
プ」を活用して、危険箇所を確
認しておきましょう。
　なお、ハザードマップを確認
することは重要ですが、過信は
禁物です。ハザードマップで危
険な地域になっていなくても、

「うちは大丈夫」「まだ大丈夫」
と甘くみないで、早めに避難行
動をとりましょう。

自分の身を守るための
避難行動の検討

自宅や親戚宅での避難も検討し
ましょう
　災害が発生し、避難所が避難
者 で 密 集 し た 状 態 に な る と、
様々な感染症の感染拡大が懸念
されます。
　災害時には、断水により手指
の流水洗浄ができない可能性も
あり、避難所など密集した環境
下での集団生活では、ノロウイ
ルス等による感染性胃腸炎やイ
ンフルエンザなどの感染が拡大
するリスクが高まります。地震、
風水害が起きたらどうなるのか、
平時の事前準備及び災害時の対
応を考えておきましょう。
　「避難」とは「難」を「避」
けることであり、自宅での安全
確保が可能な人は、在宅避難も
検討しましょう。
　自宅が危険な場合も、避難先
は市が開設する避難所だけでは
ありません。安全な親戚・知人
宅に避難することも考えましょ
う。
　本当に避難所に行く必要のあ
る方を、適切に受け入れられる
ようご協力ください。

災害に備えよう

←下野インフォメー
ションメール配信
サービスの登録は
こちらから

←FMゆうがおを
アプリやブラウ
ザで聴くにはこ
ちら
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普段から
使い慣れて
いるものが
いいね！


